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17 超音波診断装置を活用した牛の繁殖管理 

 

                   秩父高原牧場 

○川越 浩平・福田 昌治・髙田 新一郎 

 

Ⅰ はじめに 

 一般に直腸検査による牛の繁殖診断および妊娠診断は、誤診することがあり、正確な判定には

熟練を要する。超音波診断法は、母体および胎子に低侵襲性の診断法で、リアルタイムでの動態

画像が観察できることから信頼性が高い。また、近年では技術改良により、超音波画像診断装置

は小型化、高精度化が進み、現場での活用がより容易となった。当場では、平成 26 年度からポ

ータブル超音波診断装置を配備した。今回、本装置を活用し県内酪農家からの受託牛および県有

和牛の繁殖診断、妊娠診断、性判別診断を実施したので報告する。 

 

Ⅱ 当場での利用法 

 超音波診断装置の仕様概要を図 1に示した。 

 

図 1 機器の仕様概要 

 

 １ 診断手順 

 指先にゲルを含ませた直検用手袋にプローブを装着し、宿便除去後、直腸に挿入してゆく。挿

入したプローブを用いて、①子宮体、②左右子宮角、③卵巣の順に診断を行った。 
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 ２ 生殖器の形態観察及び繁殖診断（卵巣疾患の診断） 

 県有和牛 1頭において発情徴候を示さず、直腸検査時に大きな卵巣が確認された。そのため卵

巣の実態を把握するために超音波装置で描出した結果、卵胞嚢腫であると診断した(図 2)。この

日より治療として「フェルチレリン注(フジタ製薬株式会社)」を 4ml 筋肉注射し、その後の形態

を把握するために治療開始 3日、6日(図 3)、9日(図 4)、21 日目(図 5)に再度超音波診断を行っ

た。その結果、日を追うごとに嚢腫が退行し、治療 21 日目には消失し、後日通常の性周期を繰

り返すまで回復した。 

 

   

      図 2 治療初日               図 3 治療 6日目 

 

   

      図 4 治療 9日目              図 5 治療 21 日目 

 

 ３ 妊娠診断 

 妊娠診断は、一般的に妊娠 28～30 日目頃から可能と言われている１）。早期に妊娠診断を行う

ことで、不受胎牛を早期に発見することができる。今回、当場の受託牛について妊娠 32～79 日

目で超音波診断を行い、胚の発育状況を実態画像で追うことを試みた。診断初日(妊娠 32 日

目)(図 6)では、胚の存在が確認でき、8 日後(妊娠 40 日目)(図 7)では胚が大きくなっていると

共に、羊膜がはっきりと判別できた。また、妊娠 79 日目(図 8)では肋骨・脊椎などの部位まで

はっきりと確認できた。 
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        図 6 妊娠 32 日目 

 

 

        図 7 妊娠 40 日目 

 

 

        図 8 妊娠 79 日目 
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 ４ 性判別診断 

 胎子の性判別診断は妊娠 55～60 日目頃から可能１）で、妊娠 60～80 日目が最適な時期と言わ

れている２）。診断方法は胎子の生殖結節の位置を特定し、雄では臍帯起部の尾側に、雌では肛門

周囲にそれぞれ高エコー像として描出される２）。 

 今回、当場の受託牛 2 頭について超音波診断装置による、性判別診断を行った。まず 1頭目は、

胎子を水平断面から描出した(図 9)。矢印に示したように臍帯の尾側すぐに高エコー像が確認で

きたので、この胎子は雄であると判定した。 2 頭目も、同様に胎子を水平断面から描出した(図

10)。矢印に示したように後肢より尾側で尾の付け根付近に高エコー像が確認できたので、この

胎子は雌であると判定した。 

 

 

         図 9 雄胎子(妊娠 79 日目) 

 

 

         図 10 雌胎子(妊娠 76 日目) 
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Ⅲ 今後の展望 

 当場では、妊娠 45 日以降に直腸検査により妊娠診断を行っているが、今後は、以下のような

これまでより高度な診断計画にも取り組めるのではないかと考えている。まず診断可能時(妊娠

28～30 日目頃)に超音波診断を行い、妊娠の有無を確認する。しかし妊娠 30～40 日目において、

特にボディコンディションスコア(BCS)が低い牛では胚死滅を起こしやすい３）。そのためこの時

期で受胎したと診断せず、妊娠 60 日目以降に再度超音波診断を行うことで受胎していることを

確定診断すると共に、同時に性判別診断も行う。以上のように超音波診断を 2回行うことで、早

期妊娠診断および胎子の性判別診断を計画的に行うことが出来る。早期に妊娠診断を行うことで、

不受胎牛を早期に発見でき、空胎期間を短縮する対策を行うことで妊娠率改善に繋がると考えら

れる。また、性判別診断は、預託牛では特に雌選別精液で授精した際の受胎及び胎子が雌である

ことの確認、県有牛では個体ごとの生産管理や、県内農家へ譲渡する等の計画に活用できる。し

かし、技術者の技量により診断精度や画像診断力の差が大きくなるため、今後も積極的に使用し

て回数を重ね、診断精度をさらに向上させていきたいと考えている。 
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